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シリース 「草創 の大学 を語 る」②

学生 こそ"大 学建設"の 主 役!

高 村 忠 成

ただ今 、ご紹介 にあずか りました高村で ご ざいます。今 日は、お忙 しい中、お集 まりい

ただ きま して、大変にあ りが とうご ざいます。

私 は、創立者池田先 生が 「創価大学 を設立す る」 と講演 された場に、当時、大 学3年 生

として、1964年6月30日 、参加 してお りま した。 その ことが大 きな切 っかけ とな って、創

価大学の教員 になろうと決意 いた しま した。

従 い まして、私 は、開学 当初 か ら理事者 で もなければ、正規 の教員で もなか ったわけで

す。いわば、大学院生か ら助 手になったばか りで した。 したが って、大学当局者 の正式 な

見解 というわ けで はあ りませ ん。それ で も、い なそ うで あれ ば こそ、"大 学建設"に は現

場 で携 わ らせて いただ く中で、 さま ざまな先 生のお話 を伺 う機会 がご ざいま した。

それ は、 なか なか語 り尽 くせ るものでは あ りませ ん。 しか し、今 日は、 「草創 の大学 を

語 る」 とい うテーマで ご ざい ますので、草創期 、池 田先生 が、 ど うい う思いで創価 大学 を

創 られたのか。 また、学生た ちに どうい うことを期待 され たのか。 そ ういうことを中心に

報告 させ ていただ きたい、 とい う気持 ちで ご ざいます。

創価大学 は、今年 、創立30周 年 目です。 まだ歴史の浅 い大学です。考 えてみれば、短期

間で よくここまで発展 したな、 と思い ます。世界 にあって 、ハ ーバ ー ド大学は、創立すで

に350周 年 を超 えてい る。中世 に大学 が出来 たわけですが、ボ ローニ ャ、パ リ、オ ックス

フ ォー ド、ケ ンブ リッジ大 学等 に至 って は、す でに誕生 か ら600年 を超 えてい るものが 多

くあ ります。

我 が国 にあって も、東京大学 、京都大学、早稲田大学、慶応大学 、 これ らの大学 もすで

に創立120周 年 、否、130周 年経 っています。従 って、大学 とい うもの を考 え る時 は、大体、

50年 、100年 、200年 とい う単位でみてい く必要 が ある。そ うで ないと、大 学の本 当の評価、

発展 の足跡の判断 とい うものは出来得 ないので はないか と思 うわけです。

TadashigeTakamura(創 価 大学 法学 部教授/セ ン ター顧 問)
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だが、矛盾す るようですが、大学 とい うものは、毎 日、毎 日、瞬 間、瞬 間の中に、その

将来の結果 とい うものが含 まれ ているわけです。従 って、現在、大学 に携 わっている私共

が、 どの ような決意 と情熱 で大学建設 に取 り組んでい るか、 その生 きざま、今の姿 とい う

もの に、50年 、100年 後の創価大学 の姿 が反映 され るので はないか、と思 い ます。 そ う考

えます と、今 日とい う一 日が、 いか に重要で あるか、 とい うよ うに痛感す るわけです。

昭和25年 に設立構想

最初 に、池 田先生 が創価大学 を創 られた頃の ことを振 り返 ってみたい。

私 は、先生 が、創価大学 を創 った動機 には、3つ あ ると思 います。すなわ ち、第1点 目

は、い うまで もな く、牧 口常三 郎先 生 、また、恩師 ・戸 田城 聖先 生の御遺命達成 であ る。

これ が創価大学 を創 った、第1番 目の、 また、最大の理由か も知れ ませ ん。

著 名なのは、先生の1950(昭 和25)年 の 『若 き日の 日記』で あります。

11月16日(木)快 晴

12時 、寝 る。室 が寒 くて、困 る。火の気、全然 な し。

昼 、戸 田先生 と、 日大の食堂 にゆ く。

民族論 、学会の将来 、経済界 の動 向、大学設立の こと等の、指導 を戴 く。

思い出の、一頁 となる。

まさに、 この時 、先生は種 々、戸 田先生 か ら将来の大学建設構想 を伺 ったわ けですね。

それ か ら4年 後 、1954(昭 和29)年9月 に、戸田先 生 と池田先生 は、奥 多摩 の氷川 に研

修で行 かれ ま した。その折 り、戸 田先生 は将来 、八王子 を も含む この方面 に大学 を創 ろ う、

と場所 まで池田先生 に明か され るわけです 。 こうして創価 大学は、恩師の遺命実現 に向 け

た先生の努力 によって、つ いに昭和46年 に開学 したのです 。

第2点 目の理由 は、当時、60年 代 か ら70年 代 にか けて、戦後の 日本 は大 きな転換期 、す

なわ ち高度経済成 長期に入 る手前 にあ りま した。しか し、経済は大 きく発展 したけれ ど も、

一方 では、"人 間疎外"と い うことが言 われ始め ました。大学 も国家や企業の ための手段

とな り、"学 生 不在"と い う現 実が あ りま した。それが、学生 たちの大 きな怒 りとな り、

"スチ
ューデ ン ト・パ ワー"の 嵐 となって吹 き荒 れたわけです。

先 生は、そ う した当時の時代状 況 が投 げか けるもの を凝視 され 、その上で 「人間教育」、

「学生 を機械 の部品の ように しない教育の大学建設 を」 とい う理念 を明確 に して 、創価 大
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学 の建設 に入 られ たわ けです。

そ して、3点 目の理由。 これは、い うまで もな く、20世 紀 か ら21世 紀、いな また22世 紀

をも見据 えての、将 来の人材 の育成 とい う目標 があったわけです。

ち ょうど、このS201教 室の前 に、一 本の枝垂れ桜 があ ります。 あれ は、1971(昭 和46)

年2月11日 、創価大学の開学 を前に して、大学校舎 の竣工式の時 に、先生 が 自ら植 樹 され

た ものです。

あの時 、先生 は言われ ま した。「今 、時代は、激動の時代 に入 ってい る。 しか し、 どん

なに時代が揺れ動いてい ようとも、その将来 を決め るの は人間で ある。人 間を育成 す るし

かない。す なわち、教育 こそ時代興隆の カギで ある」 と。

こ うした3点 が、大学 を創 った大 きな動機 、理由では なか ったか、と思 うわけであ りま

す。

その うえにたって、創価大学の あ り方 につ いての先 生の先 見性 は どこにあった かを考 え

ると、私は、次 の2つ の点で はないか と思 うのです。

第1点 は、大 学の 目的 として"教 育"に 重点 を置 いた こと。第2点 目は、学生 が"大 学

建設の主役"で あ るとして、学生 を重視 した ことで あったと思 います。

第1点 の先 見性 ですが、当時 、大学 といえば、"真 理探 求"の 場 とされ 、"研 究"の 場 で

ある、といわれて きました。いわば"研 究"が 重視 されたとい うよ りも、それ を"隠 れ蓑"

と して、学生 に対す る"教 育"と いうことが、 ある意味 では軽視 されていた と思 い ます。

確 かに、言葉 の上 では、大学 は"研 究"と"教 育"の 場 である、とい う言われ 方 を され

てお りました。 しか し実質 は、 ほとん どが"研 究"と い う方 向に重点が置かれ、教育 は軽

視 されていた とい うの が現状だ った と思い ます。

もち ろん大学 の生命 は"研 究"で あります。 しか し、それ は"何 のため"の 研 究か。 ど

こに還元 され るべ きか。や はり、行 く先 は"教 育"に あるわ けで あります 。

この"研 究"と"教 育"の2つ は本来 、連動 してい るはず なの です が、現実 的 には、

"教 育"が ほ とん ど軽視 されていた
、 とい うのが、戦後の 日本の大学の姿で した。そ う し

た 中にあって 、先生 は、「創価 大学は人間教育 の場 であ る」 と謳 い"教 育"を 全面 的に表

に出 されたわけです。

今、 日本 の現状 はど うで しょうか。

近年、文 部科学省 も、学生への"教 育"を しっか りや るよ うに、と見直 しを指 示 し、各

大学 とも教育 に力 を入れ始めてお ります。

先 生は、すでに、創価大学の開学 にあたって、「"研究"を 軽視す るわ けでは ない。偏 る

わ けではないが、なん といって も、人 間教育 とい う"教 育"の 視点 が大学 には大事 なんだ」
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と、言 われて いたのです 。私 は、 これ は実 に先 見性 の ある、一つの方向では なかったか、

と思 うわけで あ ります。

第2点 目の先見性 は、学生 を"大 学建設"の 主体 にす えた見方で あります 。 これ また、

当時 の大学で は、全 く見 られない観点 で した。大学 とい えば、いわゆる"大 学の 自治"と

い うことが強調 され、国家権 力に対す る大学の 自治が掲 げ られ ま した。 しか し、その 自治

の実態 といえば、 いわゆ る教授会 の自治 であ り、教員の自治 であったわけです。大学運営

のほ とん どが"教 授会"の 名の下 に行 われ 、実 質的には、"教 員"の 権利 を守 る とい うこ

とが重視 されて きた。 こ うなったの は、 もち ろん歴 史的い きさつが あるわけ です が、それ

では非常 に片寄 り過 ぎて しまっていたわ けです。

そ うい う中に あって 、池田先生 は、「創価大 学は、学生 の 自治で あり、学生が主役 であ

る」 と、強調 され たのです。

この考 え方 もまた、当時の大学 とい うものの 中に あって、非常 に先見性 に富む捉 え方で

あった、と思 います。

ブロンズ像に建学の精神

このよ うな池田先生の建学にあたっての構想の下、創価大学 は、1971(昭 和46)年4月

にス ター トす るわ けです。

1971(昭 和46)年1月26日 、文部省(当 時)か ら大学設立 の認可 がお りたとい う、その

報せ を聞いた先 生 は、大変、喜 ばれ、次 ぎの2句 を詠 われ ま した。

文明の 先駆の旗あり 創価大

揺るぎなき 教授に集 う 創価大

この歌 を先生 は詠 まれてか ら、 さらに、次の ように言われ ま した。

「創価 大学 は、一握 りのエ リー トをつ くる大学 ではない。従 って、早 く4年 間の軌道 を作

ったな らば、次 ぎは、通信教育 を始 めたい。そ して、多 くの学び たいとい う人に創価 教育

を、創大 での教育 を受け させ たい。 た くさんの創大卒業生 を世に送 り出そ う」

また、 さらに、「創価大学 の学生 が、エ リー ト集団に なっては いけない。学生 とい うの

は、エ リー トではないのだ。 また、学生 は、皆 とい ろい ろな ことをや って い く中で光 って

い くことが大事 だ。エ リー ト意識 を持 った人間は、必ず、失敗す る。その反動が怖 いのだ」。
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先 生は、創価大学 の設立認可 を喜びなが ら、 このよ うに将来の学生の あり方 を語 られ ま

した。それ と同時 に、先 生は、「創価 大学が八王子 に出来 た。不思議 なことだ。八 とい う

は仏法では"開 く"と い う意味 だ。すなわち、八王子 とい うのは、師子王の子が四方 八方

へ と、全世界へ と雄飛 してい く所 なんだ。 この八王子 か ら、創価大学 から、師子王 の子 が

世界 へ と巣立 ってい くこ とは間違 いない」。 と、先生 は八王子 の意味 を掘 りさげ なが ら、

創大生の活躍 を期待 されたわけで あります。

また、先生 は、「ヨーロ ッパの大学 を回 って きた よ。 アメ リカの大学 も見て きた。その

結果 、大学 というものには、シ ンボルが なくてはいけない。 なにか、大学の シンボルにな

るものが必要 だ。 そこで私は、一対の フランス製のブ ロンズ像 を開学の記念に買 った。 フ

ランスの彫 刻家、 フ ァル ギエール ・アル クサ ン ドルの作 った ものです 。これ を創 大生 に贈

りたい。その ブロンズ像 は、天使 が笛 を吹 いて、空へ舞 って行 く。一方 には、天 使の下 に

印刷工 がお り、 もう一一方の像では、同 じく天使の下に鍛 冶屋 がい る。す なわ ち、天使は大

空に羽 ばたいてい く。 それ は世界 に雄飛 して い く指導者 の ことを意味 している。 また、理

想、理念 に生 きる創大生の姿 を表 しているの だ。 しか し、同時に、印刷工 、鍛冶屋、 そ う

い う労働者 の存在 を忘れ てはい けない。す なわち、台座の二人の労働者 は、現実 を表 して

いる。ブ ロンズ像 は理想 と現実、 また、将来の大 リーダーが どん な立場 になって も、絶対

に民衆の ことを忘れ てはな らない、 その ことの象徴 なんだ。創大生 には、 どこまでいって

も民衆の リーダーにな って欲 しい。民衆 の ことを思 うリーダーで ある。その ことを忘れ て

欲 しくない、 とい う意味 をこめって、 ブロンズ像 を贈 ったんだよ」 こう先生 は言 われ まし

た。

ブロ ンズ像 には、 その ような意味が込 め られ てい るのです 。

さらに、先生 は、その像象 の台座 に、有名な指針 を刻 んで下 さったわけであ ります。

英知を磨 くは何のため 君よ それを忘 るるな

労苦 と使命の中にのみ 人生の価値(たから)は生 まれる

じつに、大学のさまざまな象徴的な建造物の一つひ とつに、創立者としての、池田先生

の創大生への思いが深 く刻印 されているのです。
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学生たちと絆を結ぶ創立者

1971(昭 和46>年2月11日 。快晴の青空 の下 、創価大学 の竣工式 が行われま した。

先 生 は、 その折 り、「創価 大学 は、楽 しく、伸 び伸 び と した大学 としたい。 そ して、社

会 の繁栄 を担 う、包容力の ある人材 を輩 出 して欲 しい」 こ う言 われま した。

竣 工式の後、S201教 室か らラーニ ング棟 の方 に向かわれ、LL教 室 とか図書館(当 時、

ラーニ ング棟の 中にあった。)の 一つひ とつ を ご覧 にな りなが ら、先生は、「良いね。素晴

らしいね 。僕 も入学 させて くれ ないかな」 と、冗談 を言 われ なが ら、約2時 間かけて校 内

をご覧 にな られ ま した。

そ して、その 日の午後3時 過 ぎには、東京創価学園 に行かれ ま した。

そ こで も生徒 たち と卓球 を され た り、食事 を共 に しなが ら、卒業 間近の高校生 たちに、

「創価大学 で待 ってい るよ」 と、激励 を して下 さったのです。

ところが、先生 は さま ざまな理 由か ら、同年4月 の第1回 目の入学式には来 られ ませ ん

で した。「自分 たちでや りなさい」 と。

第2回 の入学式 に もご出席 されませ んで した。

開学 当初 の創価大学 は、経済学部、法学 部、そ して文学部 と、わずか3学 部 か らのス タ

ー トで した。 ことに第1回 の場合 は、当然、学生 も1年 生 だ け、754名 の入学式 で した。

その上 、先生 は、お見 えにな らない。先生 を慕 って集 まった学生たちには、大変 、寂 しい

入学式 で した。

誰 もが、先生の こ来学 を求めてやみ ませんで した。

その年の8月1日 、創大の学生代表 が、ある場所で、た また ま先生 とお会いす る機会 が

あ りま した。その時、学生の1人 が、「先生 、大 学 にい らして て下 さい!」 こう切 り出 し

ま した。その時 、先 生 は、即座 に、「行 くよ。私 は、学生の ためな らば、学生 の招待 な ら

ば、行 くんだ」

そ う言われ、「何 が あるんだ」 と、聞かれたわけです 。

言 い出 した学生 も、思わず 、詰 まって しまい ましたが、瞬 間、彼 は、

「学生祭 をや ります1大 学祭 をや ります1創 大祭 をや ります1で す か ら、ぜ ひ、来

て下 さい!」 と言 い ました。

先生 は、「分か った。行 くよ。私 は、学生 の側 に立 つん だ。学生 の招待 な らば、私 は行

くよ」

そう約束 され たのです 。

それが実現 したのは、1971(昭 和46)年11月21日 、「第1回 創大祭」の時 だ ったのです 。
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「ロマ ンと英知 と表現 と」 とのテーマで開催 され た 「創大 祭」 は、運営 の役員 をは じめ

として、 クラブの展示 か ら模擬店 まで、754名 の学生 の全て が、あ らゆ る役 割 を一人何役

もこな しなが ら、それはそれ は見事 な大学祭 をや ったのです。

この時 も先生 は、地下1階 か ら3階 、4階 ぐらいまでの展示場 の一つひ とつ を、3時 間

以上 かけてご覧になって下 さいま した。

ある展示会場 に行 った ところ、突然、学生が先生 の前 に、表紙 に何 も書 いてない同人の

文芸誌 を差 し出 しました。「先生 、 この雑誌 には、 まだ名前が あ りません。名前 を付 けて

下 さい!」

す ると、先生 は、瞬 間、パ ッとその 白紙 の同人誌 をご覧にな りなが ら、 「うん 、"無 名"

が良 いだろ う。"無 名"に しよ う。無名 ほど強 い ものは無 い。無名の指導者 、良 い じゃな

いか」 そ う言われて、その雑誌 に 「無名」 とい う題名 を付 けて下 さい ました。

また、あ る会場 では、突 然、学生 が、「先生 、イモ食 べて下 さい。美味 いです よ、 この

イモ」 と言 いなが ら、焼 きイモが差 し出 され ま した。先生 は、 「そ うか!」 と言 われ て、

その イモ を一緒 に頬張 られたのです 。ま さに、創価大学 は先生 の手 づ くりで 、学生 ととも

に建設 しようとの真心か らの行動で出発 したので した。

また、 これは、翌年の第2回 創大祭の折の ことです 。「生命哲学研 究会」 の展示会場 に先

生 が入 られ ま した。 そ こでは 「イス ラム教」の研究 を展示 して い ました。先 生は、 「イス

ラム教の研究 か。大事 だな。僕 も今、この問題 については、じっ くりと考 えてい るんだよ。

21世 紀は、イス ラム教の時代か も知れないな」 そ う言われ、先 生は、展示 の一つひ とつ を

丁寧 にご覧 になっておりま した。私 はその時、 これ からはイス ラム教 との対話 は避 けて通

れ ないだ ろう、とい う先生の、 これ また先 見性 に富む視 点に、大変 、驚 いた次第です。

この問題 に関連 しますが、先生は 「第2回 滝 山祭」(昭 和48年7月13日)の 時 に、「スコ

ラ哲学 と現代文 明」 と題す る 「記念講 演」 を行 って下 さいま した。そのス ピーチを終 え ら

れ た後、先生 は、校 内 を回 られ なが ら、「今 日の講演 は、大事 な話 なんだ。創価 大学 の根

幹 をなす ものなんだ」

そ う強調 され 、「あ と、 もう一 つ、僕 が考 えているの は、コスモロジー論で ある。 ダ ン

テの 『神 曲』に代表 され る生 命論、 そこか ら宇宙の本質 にまで発展 してい くコスモ ロジー

論の講演 も、いつかや りたいな」 と、言 われ ま した。

先生 のその 「コスモ ロジー論」は、去年(2000年)の 「SGIの 日、記念提言」の 中で

一部、展開 されてい ます。

と もあれ、 この よ うに、先生 のお考 えの中に、すで に開学の頃 か ら、「イスラム教論」、

「ス コラ哲学」、そ して 「コスモ ロジー論」 があったと考 えていいで しょう。いわ ば20世 紀
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か ら21世 紀 における、大 きな時代 の思潮 の大事 な部分 を適確に捉 えられ ていた ことに、目

を見張 る思いが して なりませ ん。

さて、 「第1回 創大祭」の展示場 を回 られた後 に、先 生 は、体育館 で開催 された フェス

テ ィバ ルに出席 され ました。学生 によ る見事 な催 し物 が終 わった後 、先生 は、マ イクを取

られて次 ぎの ように言 われ ま した。

「日本で一番 、小 さな、小人数 の学生祭 か も知 れ ませ ん。苦 労 も多か った と思 い ます。

しか し、20年 、30年 先 に、 きっ とこの努力 が、偉大な栄光の華 となって開 くことは間違い

あ りません」

さらに、「諸君 は、 日本 に とって も、世界 に とって も、人類 に とって も掛け替 えのない

人 たちです。あ る意味 では、先生方 と対等で あり、よ り偉大です。社 会 を革命 してい く尊

い人 なんです。私 は、皆様方 を一個 の偉 大な人格者 と して尊敬 してまい ります」

こ う真心か らの激励 を して下 さったのです 。

一人 ひとりが"創 立者"た れ

先生 と学生 たちの絆が、 ます ます深 まる中、や がて1期 生 、2期 生 たちの間か ら 「学生

歌 」 を作 ろ う、「寮歌」 を作 ろう、 とい う気運が どんどん興 って まい りました。

そして、「第2回 創 大祭」の準備が進む渦中で、現在の 「学生歌」(作 詞 ・沖 洋、作曲 ・

川 上慎 一)が 誕生 しま した。沖洋 はペ ンネームで、本名 は中村宏勝 君 と言 います が、彼 が

最初 に作 った詞は、実 は、4番 まであったんです。今 で も1番 、2番 、3番 を歌 っただけ

で も長 いわけですか ら、4番 まで全部、指揮 をとって歌 った ら、本当に倒 れて しま うぐら

いの長編詩で した。その長 かった詩 を、私 も参加 させ ていただいて、現在のよ うに3番 に

絞 ったわ けです。

それ をお見せ したところ、先 生は、

「良 い歌 だな。良い詩 だな。で も、少 しだけ、手 を入れ させ て もらうよ」

こ う言われて、先生は、手 を入れて くれ ました。

1番 に、「白蝶 あそ こに 喜 び舞いて」 とあ ります が、元 々の原詩 は 「白蝶 一色 喜び

舞 いて」であ りま した。先生 は、

「"一色"と い うの は、詩的 な表現 では あるけれ ど も、 ちょっと歌 っている と意味 が分 か ら

ないな」 と、言われ ま した。"一 色"と い うの は、蝶々が一匹 とい う意味 です が、 それ を

「あそこに」 と変 えて下 さい ました。
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2番 に、 「燃 えなんわが胸 正義 の心」 とあ ります が、元 々の原詩 は 「義憤の心」 で し

た。先生 は、 「この"義 憤 の心"も 良い けど、ち ょっ と歌 で聞 くと意味 がわ か りに くい」

と言 われ、"義 憤"で はな く"正 義"と 直 して下 さい ま した。

3番 の原 詩 は、 「沈黙(し じま)を 破 りて 太 陽(ひ)は 昇 りゆ く」 で した。 今 は、 その

「太陽」 は 「朝 日」 になってい ます。先生 は、「沈黙 を破 って 日が昇 って行 くのだか ら、い

きな り太陽で はな くて、まず、朝 日に しようよ」 と言われ て、「沈黙(し じま〉 を破 りて

朝 日が昇 りゆ く」 となったのです 。

その他 に もあ ります が、先生 は、「良い詩 だ。良 い歌 だ」 と、何 回 も言 って下 さい ま し

た。

また、 「滝山祭」の前後 には、各寮 が一斉に 「寮歌」 を作 りま した。あの頃は 、本当 に

詩人が 多かったですね 。先生 は、い くつかの 「寮歌」 も聞 かれ なが ら、「うん、良 くも悪

くもないな」 こ う言 われ 、「寮歌 とい うのは、皆で歌 うものなんだ。一般 の人 も歌 えなけ

れば ダメだよ。色 々なところの詩 を持 ってきて 、つ なぎ合せ たものはダメなんだ。歌 とい

うのは、一 回聞 いて、これ は良い、 とい うよ うに直接生命 に入 って くるものでなけれ ばい

けないんだ」

そう言 われた先生 は、学生の一つひ とつの歌 に対 して も、 ある時は厳 しく、ある時 は包

容力 をもって、いろいろな形で激励 して下 さい ま した。

そ うしなが らも、先生 は、「基礎 の勉強 を しっか りや りな さい。頭 を強 く しな ければ い

けない。 これか らの時代 は人間学だ。人間学 が大事 だ。す なわ ち、知性 と行動 を兼ね備 え

た力 を持たなけれ ばいけないよ」 こう先生 は指摘 され ま した。

また、1期 生 、2期 生 に対 しては、真心か らの渾 身の激励、指導 を絶 や さず 、 さま ざま

な話 を して下 さい ました。

「1期 生は、道な き道 をつ くって くれたんだ。私 の友人 と しての立場 であ り、苦労 をか

けた。 しか し、人生 を誠実 と力で もって、 また、知恵 で もって切 り開いて行 って もらいた

い。この 中には、建 設の犠牲 になる人が いるか も知 れないけ ども、甘ん じてそれ を受 けて

もらいたい。だか らと言 って、不満 を持 ってはいけない。不満 を持つ よりも、自分が強 く

なるんだ。力 をつ けて境涯 を上 げるんだ。不満 の ある人は、いつ まで たって も可 哀想 で あ

る。苦難 を建設の跳躍台に変 える、その決意で頑張 って もらいたい」 こ う先生は言われ ま

した。

あ る学生 には、 「大学の栄 えあ る主体者 として、私 と一緒 に苦労 を し、永久 に大学 の礎

になろ うよ」

この よ うに書 いて下 さい ました。
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「本当 に苦労 してい る人、建設 に励 んでい る人は、私 の苦労 が分か るんだ。建設 の時 と

は、我慢 、苦難の時なんだ」 このよ うに も言 われ 、1期 生 に対 しては、温 か くも厳 しい激

励 をされたのです。

以上 、数 々のエ ピソー ドを紹介 して まい りま したが 、一貫 して先生 は、「僕 は、何時 も

学生の側 に立つ よ。だか ら、君 たち もまた創立者 なん だ。大学 の創立者 と して頑張 って欲

しいんだ」 こう先生 は言 われ ま した。

創価大学 は、 このよ うな先生の学生 に対す る限 りない激励 と期待の もと、未来への大 き

な理想 に向かって進 んで きたわ けです。

大学 は制度、建物では決まらない

ここで少 し 「大学」の本質 とい うもの を、先生 のス ピーチを参考に考 えてみたい と思い

ます 。

「大学」 とは、一体、なにか。大学の本質 はどこにあるのか。大学 とい うの は、英語 で

Universityと 言 います が、その語源 は、あ まりにも有名 な 「ウニベル シ タス」 とい うラテ

ン語 にあ ります。 これ を英語の辞書で引 きます と、「ウニベルス タス」 とは、 「societyof

teachersandstudents」 とあります 。すなわち、「教員 と学生の集 まり」 こそが、「大学」

なのです。

一橋大 学の元学 長で
、阿部謹也先生 とい う方がい らっしゃい ます。 ヨーロ ッパ中世、な

か んず く、 ドイツ史 の研 究で は、我 が国 ナ ンバ ー ・ワンの先 生 です 。 その 阿部先生 は、

『大学論』 とい う本 の中で、大学 とい うの は、出来 た経 過 としては、 それぞれの大学 によ

って違 いは ありますが、本質的 には 「中世 の大学」 に あります。 それは、教会 が聖 職者 を

育成 す るために作 った学校で ありました、 と指摘 されて います。

その学校 では、学生 たちが藁 束 を持 って集 まり、廊下の辺 りに腰 を下 ろ して、教師 の話

を聞いた。そ こか ら 「大学」が出発 した。つ ま り 「大学」 は、制度や建物 か ら出来 た物 で

はない。教師 と学生の集 まりの中か ら、大学 は出来 たのです、 と阿部謹也先生 は指摘 を さ

れ てお られ ます。

池 田先生 の"草 創 三部作"と 言われ る代表 的な講 演 を拝見 して も、先生 は、大学 とい う

もの は、教員 と学生 の集 ま りであって、建 物や制度ではない とい、 うことを一貫 して何回

も強調 されてお られ ます 。

建設途上の昭和44年5月3日 の、第32回 「創価学会 本部総会」の講演で も、先生 は、創
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価大学のあり方 として、2点 言われています。1点 は、「教授と学生の関係」についてで

す。それは、あくまでも先輩と後輩とい う民主的な関係でなければならない、ということ

です。2点 目に、創価大学は学内の運営に関 して、"学 生参加"の 原則を実現 し、理想的

な学園共同体にしてまいりたい、と宣言されている。先生は、すでに開学の2年 も前の段

階で、今日の創価大学の根本精神を訴 えられていたわけです。

この考え方は、実は、恩師 ・戸田先生が言われていたことでもあります。戸 田先生は、

池田先生によく言われたそうです。すなわち、

「学校 というのは、学生で決 まるのだ。学校 というのは、学生で決まるんだよ。その学生

は、本人の心掛け次第で、どこで も勉強は出来る。学問の力をつけていけるんだ。学生 を

育成することが、大学の評価を決めるんだ」

池田先生は、戸田先生の考えのその下に、創価大学はあくまでも"学 生中心"と いう捉

え方を述べられていたわけです。

先生は、あらゆる機会 を通 じて、大学の基本精神を述べられました。とくに第4回 入学

式で、先生は、「大学は、制度や建物から生 まれたのではない。新 しい知識と学問を求め

ようとする若者の情熱の意欲から興ったのである。真理を会得 したいという若者の熱望が

まずあって、それが教師を生み出し、この学生 と教師との人間的共同体が大学の淵源であ

る。大学とは、学問を求め、真理 を愛する学生たちの熱誠から始まったのである」

こう訴えられました。

「従って、学生不在の大学 となれば、大学の命は無い。さらに、学生 こそ若き大学の創立

者であり、創造者である」

このようにも叫ばれたわけです。「大学」 というのは、学生が主役であり、主体である。

こういう考 え方に貫かれていたわけであります。そればかりか、先生は、学生がさまざま

な大学運営にも参加 していかなければいけない、ということも言われていました。

ところが、前回(2000年11月18日)の 講演会で、篠原誠顧問も紹介 されておられ ましたよ

うに、1972(昭 和47)年 、開学2年 目の時に、大学の理事会が、授業料 をどうしても値上

げしなければならない、ということで、ほぼ完成に近い原案を、学生に提示 したわけです。

それに対 して、当時の学生たちは、大変、怒りました。彼 らは、授業料値上げを怒 った

わけではありません。先生が、あれほど大学運営には"学 生参加"が 原則と言っていなが

ら、ややもするとそれを軽視 して しまう、大学当局に対 して怒ったわけです。

そうした経緯か ら、いわゆる 「全学協議会」が出発 しました。理事者、教員、職員、そ

して学生という4者 の代表による共同討議機関です。これは昭和47年 当時にあっては、他

の大学にはあまり例の見られない、実に、斬新的なやり方であった、と言えます。
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大学を構成する4者 の代表が、互いの意見を尊重して物事を決 していくという制度の中

で、当時の学生たちは、この授業料値上げ問題に対しても、まるで新な行動に出ます。大

学経営の実態 を知った学生の側から、何 と授業料 を値上げしてはどうか、ここまでにして

もらいたい、という動 きが出てくるのです。世の中には、"授業料値下げ"を 要求する学

生運動はありますが、授業料を上げてもらいたい、という学生運動を興 したのは、恐 らく

創価大学が初めてではないかと思 うわけです。

このように、先生の、大学運営にあっては学生が主役である、という理念に従って、そ

の後、入学式、卒業式、そして、さまざまな大学の式典などの運営には、必ず学生が参加

するという、形態が出来あがってきたわけであります。

民衆 を忘れず、創造的人間に

しか し、私 は、 もう一方では、先 ほど、 さま ざまご紹 介 しま したよ うに、"大 学建 設は、

学生 が主役"と はい って も、本質 的にその意味す るところは、やは り学生 の中か ら、大 学

を背負 って立つ力のあ る人材 が出 る、 とい うことが大事 だと思 うわけであ ります。

その ことを示 す先生 の大 きな叫びが、1977(昭 和52)年4月10日 、中央 図書館 の起工式

の時 にあったのです。

起工式の折 り、先生 は、は っきりと、 「創大生 は、学 問の力で、～大学の学生 に負 けて

はならない」

と、特 定の大学名 を名指 しで挙げ られ て、学問の重要性 を訴 え られ たのです。

さらに先生 は、ある時 、「創大生 には、学問の 力がない。そ うい う評価 を受 け るよ うに

なった ら、 もうお仕舞 いなんだ」 このよ うに も言われ ました。

じつ に、"大 学建設"を す るとい うことの本当 の意味 は、先生 の大 きな期待 を担 った学

生が、将来 、社会 において大 きく羽 ばた くために、何 と して も学問の力を身 につ けること

が大事ではないか、と思 うわけであ ります。

そ して、先生 が"大 学建設の主役"と 言 われ るその学生像 とい えば、私 は、3つ の ポイ

ン トがあ ると思 うんです。

第1は 、先 ほど紹介 させていただ きました、ブロンズ像の指 針にあ ります。将来 、創大

生 は どんなに偉 くなろ うとも、あ るいは世界 に、社会 に雄飛 しよ うと も、決 して、庶民 を

忘 れてはな らない、労働者 の心 を忘れて はいけない。民衆 を忘 れ るよ うなことが あっては

な らない、とい う学生像 があ ります。
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第2は 、"全 体 人間"た れ 、 とい うことで しょう。創大生 は、全 体人間で なけれ ばい

けない。"全 体入間"に つ いては、後 日、あ らためて詳 しく論 じようと思 ってお りますが、

簡単 に言 って しまえば、知 性 と行動 が備 わ ってい る。 また 、理念 と実 践が一致 している。

そ して、理 想 と現実 が調和 している。等 々の人物 を指 します。 いわゆ る温 かい心 を持つ と

同時に、クール な冷静 な頭脳 を持 って いる。こうい う人間 と してのバ ランスが とれている、

この ような人物像 を"全 体人間"と 先生 は言 われてい ると思 い ます 。

第3に 、先生の期待 す る学生像 には、"創 造 的人 間"た れ 、 とい うことが あると思 いま

す。 この"創 造 的人 間"と い うの は、今、聞いて も、決 して古 くない言葉 である と思 いま

す。

何 が人生 に とって一番 、大事 なのか。それ は創造的で ある、とい うことです。す なわ ち、

自分 の頭 で しっか り考 え、新 しい物 を常 に生 み出 してい く。そ して、人類社会 に貢献 して

い くとい う、こ うい う創造性 を培 うとい うことが、一番 、大事 なポイ ン トで はないか、 と

思 うわけであ ります。

平 和学 で有名 な ヨハ ン ・ガル トゥング博士 が、1996(平 成8)年5月 、東京、関西の創

価高校 を訪問 し、 そ して、創価 大学で講演 され たことが あります。

その時 に、ガル トゥング博士は、オ レンジの話 を され ま した。ここに2つ のオ レンジが

あ る。 しか し、子供 は3人 で ある。 この2つ のオ レンジを3人 の子供 に、 どうや って分け

るか、 とい う問題 が出 され ま した。3等 分 して切れ ば良 いで はないか、 とい うことを言 う

人がい るか も知れ ないけれ ども、それでは、あま りに も乱 暴で ある。

さま ざまなや り方 があると思 う。その2つ のオ レンジか ら種 をと りど して、土に植 える。

水 をかける。や がて芽 がでて、木 になり、花 が咲 き、オ レンジの実がたわわにな る。その

時に、3人 にた くさんの オレンジを分け ることが出来 る。こ うい うことも、一つの方法 で

ある。

また、違 った もう一つの方法 は、 このオ レンジをジューサ ーにか け、 そ して、パ ン粉 を

入れて焼 き、パ ンケーキにす る。それ を3等 分 して、3人 に分 ける。こ うい う方法 もあ る。

3番 目のや り方 として は、 その2つ のオ レンジを、近 くにいた貧 しい、可哀想 な人にあ

げて しまう。そ して 、その人が喜んでい る姿 を見て、3人 の子供た ちは、 自分たちが食べ

た以上 に、喜び を分か ちあ う。その ことも一つの重要 な問題 解決 の方法 か も知れ ない。

このよ うに、2つ のオ レンジを3人 の子供 にど うや って分 けるか、 とい うテーマーつ取

り上 げてみ て も、その時 その時に応 じて、いろいろな方法が ある。だか ら、創造 的な解決

方 法 を生 み出 して行 くことが肝要 で ある。"創 価"と は価値創造 の ことですか ら、常 に価

値 を創造 してい くことが創大生 の使 命で ある と思 います 、とガル トゥング博士 は呼びかけ
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られ たのです。

私 たちの人生 も、考 えてみれば、常 に、苦難 との戦 いです。いつ も、問題解決 が難 しい

課題 と取 り組んで い くことが要求 され ます。 また、皆 さん方 が、将来 、国際社会 や、あ ら

ゆる所 に出て行 った時、一体 、仕事 とは何か とい うことを考 えると、常に起 こり来 る難 し

い問題 に対 して 、ど うや って解決 した らいいか。その間題解決 の方 法 を見つ けることが、

す なわち仕事で あると言 えるわ けです。

こうい うことを考 えます と、先生 が 「創造的人間たれ」 と言 われて いるのは、実 に大事

な、私 たちの人生 の生 き方 その もの を、指摘 されてい るのではないで しょうか。

"大学建設 の主役"と して
、学生 は、ど うい う人間 になった ら良いのか、先生 の さまざ

まな話 を伺 い まして、以上の3点 をあげられ るのではないか、 と思い ます。

この よ うに先生 は、開学 の頃か ら、創大生 に"大 学建設の主役 たれ"と 言われ続 けて こ

られ ま した。そ して、先生 は さらに、次 ぎの2点 も強調 されてお られた と思 うのです。

第1に 、 ある時、先生 は こうい う話 を され ま した。

「真の大学建設者 とは、一つは、生 涯にわたる母校愛 を持つ人で ある。 「イギ リスの歴史学

者 トイ ンビー博 士 と会 った時 、博士 は開ロー番、"我 がオ ックス フォー ド大学 を訪問 して

くれ て ありが と う"と 言 われ た。奥様 も、"我 が母校 ・ケ ンブ リッジ大学 を訪問 して下 さ

ってあ りがと う"と 続 け られた。 あの年にな られ て も、2人 と も"我 が母校 を訪問 して く

れ て あ りが とう"と い う、限 りない母校愛 を持 って い る」 と、 当時 の学生 に訴 えられ 、

「本当の優等生 とい うのは、生 涯 にわ たって母校 を愛 し続 け る人で ある。同 じく、本 当の

優等生 とは、生涯 にわ たって同窓の友 を大切 に し続 けることの出来 る人で ある」

こう先生 は言 われ ま した。

第2に 、あ る人 が先生 に、「一流の大学 とは、 どうい う大学 の ことをい うので しょうか」

と、 うか がった時の答 えは、 「卒業生 が社会 に出て、実力 を証明出来 る大学 、それが一流

です。社会 が"大 した もんだ"と 認 める。すなわち、社会 に出て実力を発揮 出来 る人、そ

うい う人 を出す ことであ る。大学 とい うの は、卒 業生 の姿 で一流 か二流 かが決 まって しま

う。大学 を卒業 した人 が、政財界 をは じめ さまざまな分野 で"大 した ものだ"と 言われ る

よ うになる。卒業生 の姿で 、その大学が一流 かど うかが決 まるのです」と、言 われ ま した。

この よ うに考 えて くると、"大 学建設"と い うのは、大学4年 間だけで終 わ るので はな

く、生涯 にわた って、 自分 が社会 でど うい う立場 になるか、 どうい う活躍 をす るか、 ど う

い う働 きをす るか、それ によって決 まると思 うのです 。

もちろん、私は、生 涯、否 、将来 と言 って も、結局 は、毎 日、毎 日の学生生活の過 ご し

方 、今 の 自分 自身の生 き方 が社会 に出てか らの 自分 を決 めるの ではないか、 と思い ます 。
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学生 こそ"大 学建設"の 主役

大学時代 はだ らしなかったけれ ど、社会 に出 たら急 に変わった、 とい う話 も、確 かに中に

は あ ります。 しか し、一般 に体験談 とい うものは、 まれな もので、あまり無 いか ら面 白い

ので あって、やは り日常性 とい うのは、継続 す るもと思 います。

あまり束縛 もなければ、枠組 もない大学生 活の中で、自分の意思で もって毎 日の生 活の

仕 方、 あ り方 を組 み立 ててい くことが出来 るの が、皆 さんの現在 なのです。 したがって、

大学生活 の時 の自分の生 き方が、社 会に出た時の自分の活躍の根 っこを形成 するのではな

いか、私 は こう思 うわけです。

す なわち、毎 日の大学生 活 を充実 させ ることが、 自分 自身 を大 きく伸 ばす基盤 になるこ

とで あり、そ うした人たちが社会 で活躍す る時に、創価大学は本当に一流の大学 だ と言わ

れ るよ うになるのではないか、 と信 じてお ります。

先生 の言 われ る"大 学建設'と は、在学 中は もとよ り、大学 を卒業 した後 も母校 を愛 し

続 け るとい うこと、 そ して、社会 で大 きく貢献す る人材 になるとい うこと、 この2点 も含

まれ ます。"大 学建設"と は生涯 にわた って続 くことになるのです。 これ が、本 当の意味

での主役 と しての学生 の役割 ではないか、 と思 います。

崇高な理念を具体化する努力を

最後 に、私 には忘 れ られ ない思 い出が あります。

ハ ワイ大学の教授で、平和学 で有名 なグレ ン ・ペ イジ教授 が、1980(昭 和55)年12月11

日、創価大学 を訪問 され ました。教授 は、講義 をす るために、大学正面か ら校内 に入 りま

した。その時、 あの一対の ブロンズ像 を じっと見詰 め、そ して大学の建 学の理念 、3指 針

の説明 を真剣 に聞いてお られ ま した。

そ して 、学生へ の講義 が始 まった時 、 グ レン ・ペ イジ教授 は、最初 に何 と言 った か。

「君 たちは、創価大 学の建学 の3指 針 を聞 いて、 どう思い ますか?あ なた は、 ど う思 い

ま したか?あ なたは、何 を考 えま したか?」

一 人ひ と りの学生 に聞 いてい きま した。 そ して教授 は、 「私 は、 この創価大学 に来 て、

あの ブロンズ像 をみ、そ して"人 類の平和 を守 るフォー トレスたれ"と の創価大 学の建学

の精神 を聞いた時に、私 が も し、生 まれ変 わ り、創価大学生 に なることが出来 たな らば、

私 は大学卒業後、国連事務総長 になろ うと思 いました。国連事務総長 になって、世界の平

和の ため、 また、飢餓 、貧困問題等で悩む人のために貢献 する人間に なろう、そ う決 め ま

した」
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こう言 い まして、 さらに、 「君 たちは、理念 を単 なる理念 と して聞 き逃 して はいけませ

ん。 その理念 を聞いたな らば、では自分 は、 どうい う人間 にな ってその理念 を具体化 しよ

うか、実現 しようか、そ う考 えなけれ ばいけません。 この大学 の理念 は、あ まりに も素晴

らしい。池田先 生の建学 の精神 は時代 の先 を行 って います。それ を考 える と、あなた方の

生 きる舞台 は、限 りな く広 が ってい ると言 えます。どうか 自分 な りに、この建学 の精神 を、

理念 をど う具体化す るか。それ を考 えて下 さい」

グ レン ・ペ イジ教授 は こう言 われ ま した。

私 は、教授の この話 を聞 きまして、本当に反 省いた しま した。私たちは、 日頃、建学 の

理念 、建学 の精神 を、 自分 は どうい う形 で実現 しよ うと思 ってい るのだ ろうか。 どうい う

形 で具現 しよ うと思 ってい るのか。それを深 く考 え させ られた次 第で あ ります 。

創価大学 は崇高 な"建 学の理念"の 下に、30周 年 を一つの区切 りと して、次 ぎの飛 躍の

時代 に入 るのではないか と思 ってい ます。

池 田先生 は、ある時、 「大学 さえ磐石 な らば、私 はあと10倍 力 を出す よ」

こ う言 われた ことがあ ります。創価大学の基盤 を しっか りさせ ることが、先生の世界的

な戦 いの舞台 を、いや が うえに も大 き く広 げることに なるのではないか と思 います。 そう

す ることが、私 たちの舞台 を も拡大す ることにな るのです。 その時に こそ、"師 弟共 戦"

とい うことが実現 され る と確信 いた します。

どうか、 あの ブロンズ像 の、限 りな く、限 りな く、大空に伸 び行 く"天 使"の 像 を思 い

浮 かべ なが ら、同時に、常 に、庶民 、民衆 を忘れて はならない、 とい う先生の指針 を生命

に刻 み、次 ぎの30周 年 た る60周 年 を 目指 して、共々に前進 をして行 きたい と思い ます。

本 日は、 ご清聴 、大変 に、あ りがと うご ざいま した。
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